
表９　自己啓発等休業の取得状況

（単位：人）

大学院 大学
外国の大学院、

大学等 その他 JICA等 姉妹都市等 その他

1 0 0 0 0 1 0 0
(33.3%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (100.0%) (0.0%) (0.0%)

2 0 1 0 0 0 0 1
(66.7%) (0.0%) (50.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (50.0%)

15 3 2 2 2 6 0 0
(34.1%) (20.0%) (13.3%) (13.3%) (13.3%) (40.0%) (0.0%) (0.0%)

29 10 2 0 6 10 0 1
(65.9%) (34.5%) (6.9%) (0.0%) (20.7%) (34.5%) (0.0%) (3.4%)

1年以下
１年超

２年以下
２年超

３年以下

1 0 0 1
(33.3%) (0.0%) (0.0%) (100.0%)

2 0 1 1
(66.7%) (0.0%) (50.0%) (50.0%)

15 3 8 4
(34.1%) (20.0%) (53.3%) (26.7%)

29 14 9 6
(65.9%) (48.3%) (31.0%) (20.7%)

（注）　１　取得者数は、令和４年度中に新たに自己啓発等休業を取得した職員数である。

　　　　２　「取得目的別の取得者数」及び「承認期間別の取得者数の（　）は、「取得者数」に占める割合である（端数処理のため、合計が100％とならない場合がある。）。

　　　　３　「取得者数」の団体区分ごとの（　）は、団体区分ごとの計に占める割合である（端数処理のため、合計が100％とならない場合がある。）。
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